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と、多少はプレッシャーも感じておりまして、当初からなんとなく何かお返しできることがあればと考えていました。それから、まあ、もうひとつの大きなきっかけは、二〇〇五年の一一月に演劇学会の秋の研究集会を本学で開催したことでしょうか。 「地域 演劇学」というテーマで、 「学校・地域連携研究」プロジェクトの共催とさせていただいて、全国から学会の先生方に参加いただき、講演や研究発表が行われました。そして、プロジェクトの企画として札幌の演劇事情に関するシンポジウムもやっ その時、色々と面白い話を聞くことができましたし、 北海道内の演劇のことは、二年目の私にはまだまだ知らないこ も多くて それがこの学会をきっかけにいろいろと教えて ただいたことはとても良かったな 。
そして、まずはその記録を残したいという目的もあ







































































































































































なっているか分からないわけ すよ。 一旦そ なると、それを掘り起こすというのは、例えば座談会やろ と言っても、どこに誰がいるのか、どういう風にコンタクトを取って良いのか分からないという状況ね。そういうことが、結構地方で進








































ら、かつてあったような演劇の 劇団名とこんな とやっているというような情報を集め 、そういう資料すら残 なくなってい 。鈴木喜三夫さ も今 どうなされているのか分からないですけど、二〇〇〇年ま















団が小冊子 ているけど、それは演劇に特化してないですね（注：情報誌「北の びら」 、北海道文化財団） 。
※他に「北海道演劇史稿」 （北海道演劇史編集委員会編、北海道演























うのがあって、今も活動している こもあるでしょうけど、何となくそういうもの 記録がどんどん失われていくという感じは否め 。そういうわけ 、P
ROBEで何とかそういうものを少しでもフォ







































































































































































































す。本当に一〇号まで続くとこれはひとつの財産なので、この形で協力してくださる方々がいる以上は続けていこうと思っています。二〇年ぐらい続いたら、資料としてはそれなりの価値はあるだろうと思っています。やはり どう記録を残 いくかという部分を考えています。現実的に個人研究費で出すとい ことを考えると、五二ページ、これ、第八号の時の一番少ないページ数ですけど、この五二ページから六四ページっていうのが 個人研究 で んとか出せるページ数になります。郵送費もありますからね。だから、このぐらいの中でどう う誌面づくり し くかということが今後の課題になっ くと考えています。
この前、平井先生と森先生とで斜里に行って、ゆめ

































知文化工房（滝川市） 、砂川市地域交流センターゆう（砂川市） 、美唄市民会館 美唄 HAMANASU
　
ART （岩見沢市） 、


























たので、劇団 いわゆる手をあげて、特に新劇の流れの劇団はそうでしたけど、北海道ツアーを組めたわけですよ。ところが、演鑑活動のいきづまりは観る人たちが、本当 意味で、創造活動 積極的に参加してない、というか、受け身だっ 面もあると思うの
東京から面白い劇がきて、 「あぁよかったねー、パ



































































































すべき号です。本当に最初の三号までは「すごかったな」と思いますが、予算も限られていますので、細々とはなっていくんですが、続けていこうと思っています。やはり今まで続けてきている、最低限の記録的な要素というのは今後も続けていきたいと思うし、それから、ここ ちょっと無理し でもなんとか座談会生の声を拾っていくみた なことも、やっていきたと思っています。あと 夢のような話 すが、全道的なネットワークのハブ機能を持つことが、P
ROBE





































の卒業生向けワークショップに参加している卒業生たちの劇団）がやっている時とか、 何か無関心ですよね。こう、観に来ないというか。せっかく舞台芸術としてずーっとやって来 のに、なん なく未だに、伝わっていない？一〇年になるのに、まだちょっと確立してないのかなという気が最近し る ですよね。だからP
ROBEがあるとしても学生たちがこの存
在を知っ いるのかなという気持ちも ょっ していますね。なので、 のP
ROBEが北海道で発行さ

























すけど大林先生なにか関係あるんです 」と声をかけてくださって。話を聞いてみると松井さんが知り合いで、 「 『三冊あるからあげますよ』ということで送られてきた」と言っていたんです。九号に私も原稿書かせていただいていたので、 目にとまったのだ 思いま 。ひょんなことで意外なところでP
ROBEに再会し




だ、先ほども言ったよ にいろいろあ 、舞台芸術研究グループそのものはゼロ予算 も残し 、限られた予算ではあるんですけど、続け こうと思っています。
今日はP
ROBE一〇号ということで、記念して
の座談会でした。色々と貴重なご意見ありがとうございました。
